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政務活動報告書 

 

１ 政務活動名 

   行政施策に関する調査研究 

 

２  政務活動内容 

（１）平成３０年２月２日 

福島再生可能エネルギー研究所 

（２）平成３０年２月２日 

   福島県郡山市 

 

３  政務活動成果 

（１）福島再生可能エネルギー研究所所長代理で工学博士である坂西欣也氏から

説明を受けました。 

   同研究所は、東日本大震災後に設立され、今年で４年目になり、「未来の

技術を福島から世界へ」をキャッチフレーズにそれぞれの目標を掲げ、７つ

のチームが作られています。 

   まず、第１は、「繋げる」と題してエネルギーネットワークチーム。 

   第２は、「貯める」と題して水素キャリアチーム。 

   第３は、「使いこなす」と題して水素・熱システムチーム。 

   第４は、「風を読む」と題して風力エネルギーチーム。 

   第５は、「太陽をつかむ」と題して太陽光チーム。 

   第６は、「地球の恵み」と題して地熱チーム。 

   第７は、「地中で省エネ」と題して地中熱チーム 

   以上の研究目標を持ち、研究成果も出ていると説明を受けました。 

   

 ○主に自然エネルギーの開発と研究に力を入れているんだなと思いました。当

所での研修を申込みしましたが、なかなか許可が出なくて苦労しました。 

 

（２）郡山市の「鯉に恋する郡山プロジェクト」について、郡山市農林部園芸畜

産振興課の若穂囲豊係長から説明を受けました。 

   鯉の養殖場を視察する予定でありましたが、降雪のため中止になったこと

から、郡山市役所本庁舎の農林部で説明を受け、当初の予定時間を超えて説
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  明と質問をして有意義な場となりました。 

   「なぜ、鯉なのか？」というと、大久保利通が猪苗代湖から安積（あさか）

原野に一本の水路「安積疎水」を完成させたことに始まり、明治政府初の国

営事業で、それまで原野であった安積原野が一面の田園地帯になりました。

減反により使われなくなった灌漑用のため池を活用し、鯉の養殖を始めると

ともに、安積疎水を利用した水力発電により、製紙工場も盛んになり、製紙

工場から出る「蚕のさなぎ」が鯉のエサとして使用されました。 

   現在の生産量としては、日本一は茨城県で１，０００トンぐらい、第２位

は、福島県で９００トンぐらいだそうです。 

   郡山市では「鯉に恋する郡山」をテーマに食をはじめとしたいろいろな地

域間交流事業、鯉料理の試作、新商品開発など、様々なアクションを起こし

ています。 

   

  ○陸の漁場という自信 

   浜では、魚が激減している今、川魚であるけれど、これから将来性がある

事業であると思いました。 

  ○郡山市役所では、鯉課が設置されておりました。 
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